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肉蓯蓉エキスの筋萎縮性病態に対する作用に関する研究 
(Cistanche tubulosa extract enhances hindlimb performance and 













tubulosa extract (CTE) の有効性について評価することとした。 
方法 
 ddY マウス（12 週齢、オス）を 4 群に分けた（各群 n = 11）。後肢ギプス固定術を行わず
後肢の除毛のみを行う群を cast (-)/vehicle 群とし、残りの 3 群には後肢ギプス固定術を施行
し cast (+)群とした。ギプスは主に発泡体すきまテープとビニール製の絶縁キャップから構
成され、足関節は伸展位に保持した。 
 翌日より 13 日間、Cistanche tubulosa 30%エタノール抽出エキスを cast (+)/CTE-50 群には
50 mg/kg/日、cast (+)/CTE-100 群には 100 mg/kg/日投与した。cast (-)/vehicle 群と cast (+)/vehicle
群には溶媒である生理食塩水を等量投与した。 
 投与期間終了後にギプスを除去し、後肢運動機能評価として歩行速度の計測と foot fault 
test（角材の上を歩行させ後肢の落下回数を測定するテスト）を施行したのち、安楽死させ
下腿三頭筋を摘出した。 
 摘出した下腿三頭筋について、湿重量、筋線維断面積、Western blotting によるミオシン H
鎖発現量を評価した。 
結果 
1. Cast (-)/vehicle 群と比較して cast (+)/vehicle 群では、下腿三頭筋湿重量の有意な減少、筋線
維断面積の有意な縮小が認められ、ミオシン H 鎖 IId/IIx の発現量は有意に増加した。ま
た、歩行速度の低下、foot fault test における後肢の落下回数の増加も認められ、これらは
いずれも統計学的有意差を認めた。
2. Cast (+)/vehicle 群、cast (+)/CTE-50 群、cast (+)/CTE-100 群のいずれの群も、後肢ギプス固
定術の施行に伴う重篤な有害事象は認められなかった。手技は容易で侵襲性も少なかった。 
論 文 内 容 の 要 旨 
3. Cast (+)/vehicle 群と cast (+)/CTE-50 群ならびに cast (+)/CTE-100 群を比較すると、下腿筋









ギプス固定術によって誘発されるミオシン H 鎖 IId/IIx 発現も抑制したが、筋量の指標には
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群、cast (+)/vehicle群とした。さらに CTE群は Cistanche tubulosa 30%エタノール抽出エ
















2. cast (+)/vehicle群、cast (+)/CTE-50群、cast (+)/CTE-100群のいずれの群においても、後
肢ギプス固定術の施行に伴う重篤な有害事象は認められなかった。手技は容易で侵襲性
も少なかった。 












速筋に多いミオシン H鎖 IId/IIxの発現が抑制されたことから、 Cistanche tubulosaのエ
キスはこのシフトを抑制することにより後肢の運動機能低下を軽減する可能性が示唆さ
れた。 
以上より、金原氏は、簡便で侵襲性の少ない筋萎縮評価に適した新規モデル動物を作
製し、今後の研究に利用されることが見込まれることから、新規性が高いと評価された。
また肉蓯蓉に含まれるCistanche tubulosaのエキスの筋萎縮性病態に対する効果を示し、
今後その成分の作用機序のさらなる解明や臨床応用への発展性も見込まれることから本
審査委員会は本論文を価値の高いものであると評価し、博士（医学）の学位に十分値す
るものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
